
No. 256

18 -1st- 13
17 -2nd- 11
18 -3rd- 13
11 -4th- 17

-OT1-

-OT2-

-OT3-

PF
M A M A M A TF OR DR TOT

4 * 16 1 7 6 14 1 1 4 0 2 2 0 2 4 0 31:59

5 * 18 1 8 7 11 1 1 2 2 3 5 1 1 1 0 39:50

6 * 13 3 10 2 7 0 0 3 0 5 5 1 0 0 0 40:00

7 * 5 0 0 2 10 1 4 0 1 2 3 1 1 0 0 37:46

8 * 10 0 1 5 5 0 0 3 5 7 12 1 0 0 1 38:48

9 2 0 0 1 3 0 2 1 1 2 3 1 0 0 0 11:27

10 - - - - - - - - - - - - - - - DNP

11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0:10
12 - - - - - - - - - - - - - - - DNP

13 - - - - - - - - - - - - - - - DNP

14 - - - - - - - - - - - - - - - DNP

15 - - - - - - - - - - - - - - - DNP

16 - - - - - - - - - - - - - - - DNP

17 - - - - - - - - - - - - - - - DNP

18 - - - - - - - - - - - - - - - DNP

0 0 0 0 0 0 1 0 1 2

合　　計 64 5 26 23 50 3 8 13 10 21 31 7 4 5 1 200:00

PF
M A M A M A TF OR DR TOT

4 * 11 0 3 5 10 1 2 1 3 3 6 3 0 0 0 24:39

5 * 10 0 0 5 16 0 2 1 3 7 10 1 1 0 1 37:15

6 6 0 1 1 4 4 4 1 1 4 5 2 0 0 0 21:56

7 * 5 0 0 2 3 1 2 0 1 1 2 3 1 0 0 20:46

8 * 4 0 1 2 5 0 0 4 0 6 6 3 1 0 1 18:04

9 * 7 0 1 3 9 1 2 1 2 2 4 0 2 0 0 25:05

10 - - - - - - - - - - - - - - - DNP

11 5 0 3 2 2 1 2 2 0 1 1 3 1 0 0 23:44

12 4 0 1 2 5 0 4 1 2 2 4 0 0 0 0 25:46

13 - - - - - - - - - - - - - - - DNP

14 - - - - - - - - - - - - - - - DNP

15 2 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2:45

16 - - - - - - - - - - - - - - - DNP

17 - - - - - - - - - - - - - - - DNP

18 - - - - - - - - - - - - - - - DNP

0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

合　　計 54 0 10 23 55 8 18 11 12 26 38 16 6 0 2 200:00

FG: F: TO: MIN:
成功数 3P: OR: AS: S: スターター

試投数 2P: DR: ST: OT: 延長

シュート率 FT: TOT: BS:

ゲームレポート

ブロックショットトータルリバウンド

46.0% 37.5%19.2%

原 美月

ポイント

2ポイントシュート

加川 夏来

3ポイントシュート

0.0%

MIN

フリースロー

ST BS

出場時間

小林 康裕 / TEAM

奥山 奈津

【総評】
3年連続41回目の出場の東京成徳大学 (東京②)と4年連続34回目の出場の大阪薫英女学院 (大阪①) の準々決勝。前
半、序盤から激しい攻防が繰り広げられる。大阪薫英女学院は#4都野が得点を重ねる。東京成徳大学も#8山宮が得点を
重ね対抗する。しかし第2クォーターに入り、大阪薫英女学院が#4都野の得点から流れを掴むみ一気にリードを広げ、35-
24と10点差をつけ前半を折り返す。後半、東京成徳大学が激しいディフェンスを仕掛けるものの、大阪薫英女学院はこれを
切り抜けリードを広げる。終盤、#5古谷の奮闘もあり流れを掴みかけた東京成徳大学であったが、大阪薫英女学院のディ
フェンスを破り切れず試合終了。64-54で大阪薫英女学院が準決勝進出を決めた。

【第1クォーター】
序盤から、激しい攻防が繰り広げられる。大阪薫英女学院は#4都野が得点を重ねる。東京成徳大学は、#8山宮を中心にオ
フェンスを組み立て対抗。大阪薫英女学院は、#7島袋のインサイドを上手く利用し点差を広げる。対する東京成徳大学も
ファストブレイクで得点を稼ぐ。第1クォーターは18-13と大阪薫英女学院リードで第2クォーターへ。

【第2クォーター】
開始直後、#4佐坂の3ポイントシュートによって東京成徳大学が点差を縮める。対する大阪薫英女学院は、#4都野の連続
得点により流れを掴み、リードをさらに広げる。東京成徳大学も#12山本、#5古谷の得点で何とかしがみつくも、35-24で大
阪薫英女学院が10点差までリードを広げ前半を折り返す。

【第3クォーター】
点差を縮めたい東京成徳大学は、序盤から激しいディフェンスを仕掛ける。対する大阪薫英女学院は#6熊谷、#8佐藤の得
点でさらにリードを広げ、流れを止めない。東京成徳大学は、#11天野、#7原が得点するも、思うように得点が伸びない時間
帯続く。終盤、大阪薫英女学院が53-37でリードを広げ、最終クォーターへ。

【第4クォーター】
#6熊谷の3ポイントシュートで大阪薫英女学院がさらに点差を広げる。東京成徳大学は#5古谷の奮闘もあり、徐々に点差を
詰める。大阪薫英女学院はここにきてターンオーバーが目立つ。ここで流れを掴みかけた東京成徳大学だったが、大阪薫
英女学院のディフェンスを破り切れずタイムオーバー。64-54で大阪薫英女学院が準決勝進出を決めた。

担当者： （） 公益財団法人日本バスケットボール協会
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奥村 萌生
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開始時間：

大阪薫英女学院

(大阪①)

No.
3P FG

○

64

大阪薫英女学院

MINST BS

宮城 楽子

熊谷 のどか

山中 琉々夏

佐藤 双羽

細川 未菜弥

仲江 穂果

木本 桜子

都野 七海

木本 桃子

松本 莉緒奈

明貝 和音

島袋 椛

TO AS
2P FG REBOUNDS

PTS選手名

鈴木 若菜

選手名

山宮 好葉

村上 瑠莉

％:

ディフェンスリバウンド

ターンオーバーファウルフィールドゴール

スティール

44.4%41.8%

オフェンスリバウンド
PTS:

アシスト

竿本 咲良

山本 幸乃

野崎  楓

古澤 英琉

尾﨑 理咲

東京成徳大

TO
REBOUNDS

AS

安藤 香織 / TEAM

PTSNO. S

佐坂 光咲

高実子 わこ

天野 希咲

古谷 早紀

高山 茉夕

SoftBank ウインターカップ2021 令和3年度 第74回全国高等学校バス
ケットボール選手権大会

2021(R03)年12月26日 (日) クルーチーフ：

アンパイヤ―：

(東京②)

東京体育館　Dコート

塩谷 禎

茂泉 圭治、栗原 萌音

東京成徳大●

54

10:00 11:29終了時間：

女 女子準々決勝
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得
点

時間（分）

得点経過 東京成徳大

大阪薫英女学院

東京成徳大 大阪薫英女学院

1Q 4:52         4Q 0:16
2Q 5:37
3Q 7:24
4Q 4:50
4Q 0:32


